
多摩イノベーションエコシステム促進事業

令和７年度ビジネスアイデア募集

説明会



本日使用する資料

二次元コードもしくはURLからダウンロードしてください。

◆多摩イノベーションエコシステム促進事業 ビジネスアイデア募集ページ

https://tama-innovation-ecosystem.jp/info/application/4963/

もしくは、各ウェブブラウザにて「多摩イノベーションエコシステム」と検索ください。

「お知らせ」内、ビジネスアイデア応募開始の情報より、募集要項等をダウンロードい
ただけます。

「お知らせ」をクリック

ダウンロード
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https://tama-innovation-ecosystem.jp/info/application/4963/


議事次第

1. ビジネスアイデア募集の説明 11:00～11:10

2. 多摩地域の特徴と課題 11:10～11:30

3. 応募様式の説明 11:30～11:40

4. 質疑応答 11:40～11:50

5. 閉会 11:50～12:00
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本説明会の最後に個別の相談窓口もご紹介させていただきますので

お気軽にご活用ください。



１．ビジネスアイデア募集の説明
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イノベーション

エコシステム

形成

ネットワーク

事業創出

情報発信

「場」づくり
多様な主体の

皆様へお声がけ

事例発信・

交流イベント

多摩イノベーションコミュニティ

スタートアップ 大学・研究機関

大企業中小企業
自治体・地域団体

ワークショップ・交流会プログラム
事業構想 プロジェクト創出 事業発信

ビジネスアイデア具現化支援プログラム

リーディングプロジェクト

リーディング

プロジェクト

ビジネス

アイデア

多摩イノベーションエコシステム促進事業とは
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本事業の目指す方向性およびその取組の一例

多摩イノベーションエコシステム促進事業とは

環境・エネルギー
再エネ

ニーズ×シーズ

新製品・サービス

技術×アイデア

コミュニティ会員が交流

（会員随時増加）

共通のテーマに関心のある

企業等をマッチング

テーマ別ワークショップ・イベントでの交流

を通して新たなアイデア・プロジェクトを組成

【多摩イノベーションコミュニティの活動イメージ】

健康・医療

環境・

エネルギー

健康研究機関
スタートアップ

企業

中小企業大企業

大学

コミュニティ

多摩イノベーション

エコシステム促進事業
多摩地域内外の多様な主体が交流し連携を強める取組を展開し、多摩地域でイノ

ベーションを起こし続ける好循環をつくることを目指して推進する事業

多摩地域においてイノベーション創出の取り組みを推進するための会員組織「多摩イノベーションコミュニティ」を運営

多摩地域発のイノベーション創出に向けて令和4年度8月より活動を推進中
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技術力の高い

中小企業の集積

教育・研究機関の

集積

充実した

産業支援体制

国内外の

先端産業

スタートアップ

大企業

投資家等

将来像

多摩地域で

イノベーションが

起こり続ける

好循環

（エコシステム）
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多摩イノベーションコミュニティ

交流・連携

新たなビジネスアイデアの創出・

多様な主体によるプロジェクト組成等の促進

多摩イノベーションコミュニティの目的
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多摩イノベーションコミュニティの取り組み

事業構想ワークショップ

リバースピッチ



コミュニティ活動のアウトプットの機会として、

「多摩地域の課題解決に向けたビジネスアイデア」を募集します！
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募集概要

応
募
資
格

•本コミュニティの会員（入会申込中含む）であること

•代表者は中小企業（スタートアップ含む）であること 等

（連携事業者は中小企業に限らない）

要
件

•本事業の定める重点テーマのいずれかに該当すること

•多摩地域における社会課題を捉えたビジネスアイデアであること

•多摩地域へのインパクトが期待でき得る、新規性・独自性のあ
るビジネスアイデアであること

•対象とする顧客やその市場に関する仮説を有しているビジネス
アイデアであること

•次年度以降検証フェーズに入る見込みがあること

支
援
内
容

10件程度の優れたビジネスアイデアを選定し、ビジネスアイデアの
具現化に向けて、以下の支援を行う

１．ハンズオン支援

以下の計画策定支援等行う

①ビジネスアイデアの事業計画策定に向けた助言

②ビジネスアイデアの壁打ち

③必要な連携先とのマッチング支援

④次年度以降の検証に向けた準備支援

２．費用支援

ビジネスアイデアの具現化に要する費用について、1プロジェクト
当たり最大100万円（税込）を支援する

対象費目は、以下のとおり

①事業費

②委託・外注費

３．支援期間

令和7年11月下旬～令和8年2月まで

■ AIを用いた技能人材の継承・拡大■ DX推進による医療のオンライン化

＜ビジネスアイデア例＞

※1社単独ではなく、複数の企業等により取り組む想定のビジ
ネスアイデアであること



募集要項「１ 定義」
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• ビジネスアイデア

複数の企業等が連携して取り組む

想定であること

• 重点テーマ

多摩地域の特徴や課題・産業の

特徴を踏まえて設定

詳細は本資料P18～「2.多摩地域の
特徴と課題」で説明



募集要項「２ ビジネスアイデアの要件」
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• ビジネスアイデアの要件

（２）（３）

多摩地域における社会課題を捉え、新
規性・独自性のあるアイデアであること

（４）

対象とする顧客や市場に関する仮説を
有していること

（５）

支援を通じて、次年度以降検証フェー
ズに入る見込みであること

• ビジネスアイデアの検討フェーズ

ビジネスアイデアの検討フェーズのものを
対象とする

（初期仮説について精査・整理したうえ

で、市場調査・ヒアリングを行いニーズの

把握を行う。ビジネスアイデアのブラッシュ

アップや、事業化に向けた論点整理を
実施するフェーズ）



募集要項「３ 応募資格」
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• コミュニティ会員

コミュニティ会員でない企業様については、

応募締め切りまでに、コミュニティ入会申
し込みが必要となります

• 応募者

中小企業（スタートアップを含む）が代
表に立っていただく必要があります



募集要項「４ 支援内容」「５ 支援期間」
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• ハンズオン支援

次年度以降の事業者のアイデア実現に

向けて、取り組みを加速化させるための
支援を提供

• 費用支援

人件費は支援対象外
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募集要項「６ 応募方法」

• 応募方法

応募者が、提出期限までに

応募書類を事務局へ送付

<応募書類>

様式1 エントリーシート

様式2 提案書

様式3 経費算出書類

応募者およびビジネスアイデアチームあ
たり応募は1件まで

連携事業者としてであれば、複数のビ
ジネスアイデアチームでの関与も可能



募集要項「７ 審査・選定方法」
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• 審査方法

審査員（外部有識者含む）による

書類審査、プレゼン審査を実施

• 結果通知

令和7年11月中旬以降、応募者全員に
結果を通知

• 審査の観点

「①事業趣旨との合目的性」「②アイデアの革新性」
「③マーケットとの適合性」「④実現可能性」の4つの観
点に基づき審査を実施
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募集要項「８ 説明会」

• 説明会

9/11(木)、9/16(火)同様の内容で
実施予定



• アイデアの内容について

本コミュニティでは法的保護等は
行わない
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募集要項「９ 留意事項」

• 選定後に必要なこと

事務局が行う本事業のイベント・
WEBサイト等での情報発信や各
種調査等への協力

• 協力事項

定期的なミーティングの実施、進

捗報告等を行うとともに、応募者
が主体的に取り組むこと



２．多摩地域の特徴と課題
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多摩地域とは

出所：東京都「くらしの統計2022」など（https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120）

◼ 人口：

約430万人（約3割）

◼ 面積：

東京都のほぼ半分

地域の特徴

◼ 緑あふれる自然環境

◼ 充実した子育て・教育環境

◼ 都市の利便性

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120
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多摩地域とは

出所：東京都「くらしの統計2022」など（https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120）

◼ 環境に優しいまちづくり

◼ ニュータウンなどの高齢化

◼ 過疎地域の交通

地域の課題

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120
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多摩地域とは

出所：東京都「くらしの統計2022」など（https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120）

産業の特徴

◼ 高い技術力を有する中小企業

◼ 大企業の研究開発・生産拠点

◼ 大学・研究機関

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/basic-plan/versionup2022/index.html#page=120
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重点テーマ

◼ 自然環境

◼ 子育て・教育環境

◼ 都市の利便性

◼ 環境対策

◼ 高齢化

◼ 過疎地域の交通

◼ 中小企業

◼ 大企業の拠点

◼ 大学・研究機関

環境・エネルギー 健康・医療 子ども・教育

安心・安全 観光・レジャー 物流・モビリティ

コミュニティ活性化 ビジネスモデル改革 人材確保・育成

地域の特徴 地域の課題 産業の特徴



多摩地域の特徴と課題

「健康・医療（例）」



◼ 多摩が直面している主な課題として、「医療体制のひっ迫」と「介護資源の不足」の２点があります

多摩地域における健康・医療の主な課題

サービス

提供側

サービス

受注側

高

齢

層

若

齢

層

中

年

層

多摩としての

課題

障碍者福祉の

利用者増大

予防医療制度の不足 医療体制のひっ迫
高齢化の加速

社会保障費の財政圧迫

医療体制の薄弱

不健康寿命の延伸

患者情報

の

複雑化

医療

ニーズの

多様化

生活習慣病の増加、

多疾患・複雑化

健康食品による

健康被害の拡大

予防 医療 生活支援

介護資源不足・重労働

課題



多摩地域は区部と比較し高齢化率が高く、医療体制が劣弱となっています

◼ 多摩地域は区部と比較し高齢化率が高い一方、人口あたりの診療所数や医師数が少なく、医療体制が劣弱となっています。
西多摩・南多摩地域については後期高齢者あたりの介護施設数が特に少なく、区部との医療格差が生じている状況です

【東京都全体】 22.70% 91.87 370.62 9.71

【西多摩】

青梅市・福生市・羽村市・あ

きる野市・瑞穂町・日の出町・

檜原村・奥多摩町

30.80% 49.86 184.10 8.98

【南多摩】

八王子市・町田市・日野市・

多摩市・稲城市

26.80% 63.06 224.12 8.49

【北多摩西部】

立川市・昭島市・国分寺市・

国立市・東大和市・武蔵村

山市

24.90% 72.42 253.78 9.52

【北多摩北部】

小平市・東村山市・清瀬市・

東久留米市・西東京市

25.80% 60.58 227.24 9.48

【北多摩南部】

武蔵野市・三鷹市・府中市・

調布市・小金井市・狛江市

22.10% 82.22 354.88 9.38

高齢化率
一般診療所数
※人口10万人あたり

医師数
※人口10万人あたり

介護施設数
※75歳以上1千人あたり

医療体制

出典：日本医師会「JMAP 地域医療情報システム」



奥多摩を中心に、訪問型介護や居宅介護の支援事業所が少ない状況です 介護資源

◼ 多摩地域は区部と比較し通所型・入所型の介護施設数は同水準であるものの、訪問型や居宅型の介護支援事業所が少
ない状況です。奥多摩地域の事業所不足が特に顕著で、在宅医療・介護支援事業所の充足が大きな課題となっています

【東京都全体】 3.08 2.25 1.10 1.73

【西多摩】

青梅市・福生市・羽村市・あ

きる野市・瑞穂町・日の出

町・檜原村・奥多摩町

2.06 1.99 1.81 1.31

【南多摩】

八王子市・町田市・日野

市・多摩市・稲城市

2.45 2.24 1.06 1.39

【北多摩西部】

立川市・昭島市・国分寺

市・国立市・東大和市・武

蔵村山市

2.88 2.39 1.19 1.44

【北多摩北部】

小平市・東村山市・清瀬

市・東久留米市・西東京市

2.59 2.57 1.18 1.64

【北多摩南部】

武蔵野市・三鷹市・府中

市・調布市・小金井市・狛

江市

2.98 2.08 0.96 1.84

訪問型介護施設数
※75歳以上1千人あたり

通所型介護施設数
（同左）

入所型介護施設数
（同左）

居宅介護支援事業所数
（同左）

出典：日本医師会「JMAP 地域医療情報システム」



多摩地域の特徴と課題

「環境・エネルギー（例） 」



多摩地域における環境・エネルギーの優位点と課題

◼ 多摩地域の環境・エネルギーに関する優位点や課題として、以下の点があります

優位点 課題

GHG排出

削減寄与

高

低

供給元の多様化 転換・省力化 再生・リサイクル

太陽光

風力

メタン削減（石炭・石油等）

バイオマス由来発電地熱 水力

原子力

燃料転換

（水素・電気・アンモニア等）

省エネ（自動車・機器等）

炭素貯蓄（農業等）

材料転換（建築資材等）

行動変容（節電等）

生態系・樹林の再生

廃棄物再資源化

食品ロス削減



多摩地域の生産緑地面積は10年間で15%減少しています

◼ 多摩地域では農業従事者の減少などを背景に、生産緑地面積が減少しています。緑地の指標であるみどり率も減少傾向に

あります。東京都では2022年以降、特定生産緑地の指定や公園整備、生産緑地の保全により緑の創出を推進しています

生態系・樹林の再生

多摩地域の農業従事者の推移 多摩地域の生産緑地面積の推移 多摩地域のみどり率※の推移
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出典：東京都環境局「令和5（2023）年「みどり率」の調査結果 」

※みどり率：緑が地表を覆う部分に公園区域・水面を加えた面積が、地域全体に占める割合。2013年より近赤外線を使用した判読しやすい測定方法を実施



多摩地域はごみ削減の対策が進んでおり、ごみ削減の「優等生」と評されています

◼ 埋め立てる海がなく、最終処分場を増やすことが難しい多摩地域では、自治体が長年積極的な対策を進めています。全国的
にもごみ削減の「優等生」とされています。2023年度のリサイクル率は36.4％となり、全国平均19.6％を大きく上回っています

廃棄物再資源化

出典：東京新聞 -二ツ塚処分場日の出町（東京たま広域資源循環組合）

• 金属澱物とは、廃棄物から銅、亜鉛、鉛を含む金属

産物を回収した後に生じる絞りかすのこと。磁力選別

機で鉄を、選別機でアルミニウム類を、2酸・アルカリ浸

出処理により金属産物を回収している
• これまで金属澱物は、エコセメントの原料として全量を

再使用してたが、金銀が含まれていることが確認され、

有効活用できると判断できたことから、製錬会社に持

ち込み有効に活用する取り組みが進められている

金属産物・澱物の再利用

• 東京たまエコセメント化施設では、人口約410万人にのぼる多摩地域25

市1町のごみ焼却灰をリサイクルし、建設工事などで利用できるセメント

を作っている。同施設の稼働により不燃ごみを含め「埋め立てゼロ」を18

年度から実現している
• 多摩地域の30市町村のごみ総量は減少傾向が続いており、23年度は

22年度比3.2％減で、10年前比で10％減となっている。住民1人が1日

当たりに出すごみ量についても全国平均と比べて2割以上少ない状況

東京たまエコセメント化施設

（日の出町）

多摩地域のごみ焼却灰をセメントへ

金銀の回収

再利用

ごみ削減の

優等生



多摩地域の特徴と課題

「物流・モビリティ（例） 」



モビリティ分野の主要課題のうち、多摩地域において特に顕著なもの

移動難民の対策 人材不足の解消 環境負荷の低減

出典：内閣府「モビリティプラットフォーム事業者協議会 - 公共交通課題の実態に関する調査結果」（2024年3月）、デジタル庁「モビリティ・ロードマップ2025」（2025年6月）

「環境負荷」問題の要因

■技術的要因（排出ガスの増加）

EVなど電動化技術の普及率はまだ低く、

依然として環境負荷が大きい。

■経済的要因（再エネ利用の遅れ）

電力供給源が化石燃料に依存している

場合、EVの普及が環境負荷軽減に直

結しない状況がある。

■社会構造的要因（自家用車依存）

地方では公共交通の選択肢が限られる

ことから、自家用車の使用率が高く、 

CO2排出量の増加

につながり、環境への負荷を強めている。

「移動難民」問題の要因

■地域的要因（インフラ・交通サービス）

・地方や過疎地域での公共交通の縮小

・交通インフラの未整備

・都市部でのアクセス格差

■個人的要因（属性や能力による制約）

・高齢者、障がい者、若年層の移動制約

・経済的な制約

・デジタル格差

■制度的要因（政策や仕組みの不備）

・公共交通の運行維持に対する支援不足

・移動サービスの規制と多様性の不足

・地域間の政策連携の欠如

「人材不足」問題の要因

■技術的要因（専門人材の不足）

技術革新が急速に進む中、それらに対応

できるソフトウェアエンジニアやデータサイエン

ティストなどの高度な専門技術者が不足。

■労働環境的要因（労働条件の厳しさ）

勤務環境や待遇が原因でトラックドライ

バーやバス運転手などの職種で離職率が

高く、新規参入者が少ない。

■社会構造的要因（少子高齢化）

特に地方では若年層の流出が顕著で交

通や物流を支える人材が不足しており、

地域のモビリティサービスが維持困難となっ

ている。



多摩地域の交通における地域間格差の現状と課題

◼ 現状：多摩地域では、地域間で公共交通の利便性や、自動車への依存度に格差がみられる。

◼ 課題：公共交通ネットワークが密ではない地域において、自動車を運転できない人が運転をしなくとも気軽に、安心して移動目的を満たすことが

できる、適切な移動環境・サービスの確保が求められている。また、自動車依存の解消を通じた環境負荷の低減も必要となっている

移動難民の対策 環境負荷の低減

出典：公益財団法人東京市町村自治調査会 「多摩・島しょ地域における持続可能な地域公共交通に関する調査研究報告書」（2025年3月）

代表交通手段分担率（バス）

・ 鉄道駅

―鉄道

分担率_バス

1%未満

1%~2%未満

2%~4%未満

4%~8%未満

8%以上

東京区部

・ 鉄道駅

―鉄道

分担率_自動車

10%未満

10%~20%未満

20%~40%未満

40%~50%未満

50%以上

東京区部

代表交通手段分担率（自動車）

北多摩地域、南多摩

地域は、鉄道及び鉄道

駅を中心に接続するバ

スネットワークが比較的

充実しているエリアであ

り、路線バスの代表交

通手段分担率が高い 丘陵地帯の交通不便

地域も多い西多摩地

域は、他の地域よりも自

動車の代表交通手段

分担率が高い傾向が顕

著であり、地域間で公

共交通の利便性、さら

には自動車への依存度

に格差が見られる。



多摩地域における鉄道路線と南北移動に関する課題 移動難民の対策

◼ 現状：多摩地域では、複数のエリアで南北移動が不便な場所がある。バスや車に移動手段が限られ、公共交通機関で移動する場合に実際の

地理的距離以上に時間がかかる場合も多い。

◼ 課題：通勤、通学、または域内での観光・レジャー移動に便利な、中距離の移動に適した新しいモビリティの導入や南北をつなぐ新たなモビリティ

サービスの検討が必要である。

画像：アソビュー！公式HP「多摩地域のご案内」

＜南北移動が不便な例＞

①小平⇔府中
②ひばりが丘⇔調布
③多摩センター⇔町田



３．応募書類の説明



応募様式 「様式1 エントリーシート」

36

• 応募者情報

黄色箇所を記入

• 応募資格要件

すべて満たしていることを確認（満たして

いることを確認した項目について、 を入
れる）



• 経費算出

今年度の活動の中で使用する想定の事業費を記載

ビジネスアイデアの具体化に資する支出となっているか
確認するため、支出目的も記載する

応募様式 「様式3 経費算出書類」

37

人件費は対象外



応募様式 「様式2 提案書フォーマット」

38

• 提案書フォーマット

フォーマットの項目に沿って作成頂く

（最大9枚）



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (1/5)

39

• P2（社会課題）の内容
を簡潔にまとめて記載

• P3（提供価値・ソリュー
ション）の内容を簡潔にま
とめて記載

• アイデア発案の経緯・動機
を記載



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (2/5)

40

• ビジネスアイデアの対象とする社会課題

について、根拠となるデータなどを用いて、
記載。

• 多摩地域との関連（地域や企業の特
徴など）も含めて具体的に記載。

• 課題を抱えている対象（＝ビジネスアイ
デアの顧客）

• 上記社会課題に対し、現状どのような

対策が取られているか、その対応策がそ
の顧客にとってなぜ不十分か記載。

• 想定する市場の有無、市場の成長性
等について記載。

• 裏付けるデータ等は、参考資料として
ページを追加。



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (3/5)

41

• 上記価値を提供するためのソリュー

ションについて、新規性・独自性の

ポイントがわかるようなイメージ図を
記載

• モノ・カネ・情報などの流れについて
も可能な範囲で記載

• 裏付けるデータ等があれば、参考資
料として追加

• 社会課題を解決するために、前頁

記載の「課題を抱える対象」に対し

どのような価値を提供し、その結果、

その対象がどのような恩恵を受ける
のかについて記載



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (4/5)

42

• ビジネスアイデア実現に向け

た検証フェーズに進むにあたり、

解決すべき事項が残っている

場合は、解決すべき事項と
対応策について記載

➢ 技術上の課題

➢ 実証フィールドの確保

➢ 法規制上の課題

など



応募様式 「様式2 提案書記載例」 (5/5)

43

• 参考資料

各項目で記載している内容を補

足するデータ等があれば、対象

ページの次ページに参考資料とし
て追加

最大5枚まで追加可能
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